
 

 

 

 

 

 

マスクを正しく使用しよう 

 新型コロナウイルス感染症は、感染した人が他の人に感染させる可能

性がある期間は、発症の２日前から発症後７～１０日間程度と考えられ

ています。発症する前でも強い感染力をもつことから、「新しい生活様式」

のひとつとして、マスクの着用が呼びかけられてきました。 

 東京大学医科学研究所の研究によると、マスクは、ウイルスの吸い込

みを抑える働きよりも、人へ飛ばしてしまうウイルスの量を減らす効果

が高いと考えられています。互いにマスクを着用することで、自分や他

者が吸い込むウイルスの量も減少させることができます。 

また、マスクから鼻が出ていたり、頬の部分に隙間があったり、顎にマ

スクをかけると、マスクの効果が得られません。自分のマスクの着用のし

かたを、今一度振り返ってみましょう。 
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感染症予防のため、規則正しい生活、手洗い、マスクの着用、 

毎朝の検温・健康観察等、基本的な対策を今後も継続しましょう。 


